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とができる）。選集として，Ernst Fuchs, Gerechtigkeitswissenschaft: ausgewählte Schriften 
zur Freirechtslehre, hrsg. von Albert S. Foulkes und Arthur Kaufmann, Karlsruhe: Verlag C. F. 
Müller 1965. 以下ではこの選集を Gerechtigkeitswissenschaftと略記する。著作集として，
Ernst Fuchs, Gesammelte Schriften über Freirecht und Rechtsreform, Bd. 1, hrsg. von Albert S. 
Foulkes, Aalen: Scientia Verlag 1970; Ernst Fuchs, Gesammelte Schriften über Freirecht und 
Rechtsreform, Bd. 2, hrsg. von Albert S. Foulkes, Aalen: Scientia Verlag 1973; Ernst Fuchs, 
Gesammelte Schriften über Freirecht und Rechtsreform, Bd. 3, hrsg. von Albert S. Foulkes, 



















Luigi Lombardi Vallauri, Geschichte des Freirechts, Frankfurt am Main: Vittorio Klostermann 
1971; Dietmar Moench, Die methodologischen Bestrebungen der Freirechtsbewegung auf dem 
Wege zur Methodenlehre der Gegenwart, Frankfurt am Main: Athenäum Verlag 1971; Klaus 
Riebschläger, Die Freirechtsbewegung, Berlin: Duncker & Humblot 1968; Joachim Schmidt, 
Das „Prinzipielle“ in der Freirechts-bewegung, Bonn: H. Bouvier u. Co. Verlag 1968.
（４） 　ドイツにおける自由法運動の歴史については，その誕生から瓦解までの歴史的経過
を丹念に跡づけた著作として，平野敏彦「ドイツ自由法運動の生成と展開―H.カント
ロヴィッツを中心として―（一）～（五）・完」法学論叢 106 巻４号（1980 年）57-84 頁，
106 巻６号（1980 年）78-119 頁，107 巻２号（1980 年）40-65 頁，107 巻５号（1980 年）
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（５） 　Arthur Kaufmann, Einleitung, in Gerechtigkeitswissenschaft, S. 5 f. 宮沢浩一訳「現代の方





















イザイの法的思考論――（一）～（二）・完」法学論叢 184 巻１号（2018 年）81-114 頁，






























Kantorowicz (Gnaeus Flavius), Der Kampf um die Rechtswissenschaft, Heidelberg: Carl 





ことは認められている（Hermann Kantorowicz, Methodenreform und Justizreform, Deutsche 





　フックスは 1859 年 10 月 15 日に（８）バーデン大公国（Großherzogtum Baden）
のヴァインガルテン（Weingarten）でユダヤ人家系に生まれ，その後，同国
の中心都市カールスルーエ（Karlsruhe）で育つ（９）。元々の名前はザムエル・フッ














（８） 　Gerd Kleinheyer und Jan Schröder (Hrsg.), Deutsche und Europäische Juristen aus neun 
Jahrhunderten, 6. Aufl., Tübingen: Mohr Siebeck 2017, S. 146.


































Foulkes (Fn. 9), S. 229.























　1929 年４月 10 日に死を迎える（18）まで，フックスはカールスルーエを拠点
（14） 　Ernst Fuchs, Schreibjustiz und Richterkönigtum, Leipzig: Teutonia-Verlag 1907, in GS Bd. 1, 
S. 29-141.
（15） 　Ernst Fuchs, Recht und Wahrheit in unserer heutigen Justiz, Berlin: C. Heymanns Verlag 
1908, in Gerechtigkeitswissenschaft, S. 65-165.
（16） 　Ernst Fuchs, Die Gemeinschädlichkeit der konstruktiven Jurisprudenz, Karlsruhe: G. 
Braunschen Hofbuchdruckerei 1909, in GS Bd. 1, S. 143-455.
（17） 　Ernst Fuchs, Juristischer Kulturkampf, Karlsruhe: G. Braunsche Hofbuchdruckerei und 
Verlag 1912, in GS Bd. 2, S. 13-196.

















（18） 　Kleinheyer und Schröder (Fn. 8), S. 146.
（19） 　Foulkes (Fn. 9), S. 257. その当時のハイデルベルク大学法学部長は，自由法運動と深い
関わりを持ち，フックスとも交流のあったラートブルフ（Gustav Radbruch）であった。
ラートブルフとフックスおよび自由法運動の関わりについては，平野・前掲注（4）法
学論叢 106 巻６号（1980 年）103 頁，107 巻２号（1980 年）53 頁，107 巻５号（1980 年）
58 頁，舟越耿一「ラートブルフと自由法論」同志社法学 26 巻１号（1974 年）40-78 頁
参照。
（20） 　平野・前掲注（4）法学論叢 107 巻２号（1980 年）62 頁参照。
（21） 　Ernst Fuchs, Was will die Freirechtsschule?, Rudolstadt: Greifenverlag 1929, in 



























（22） 　Fuchs (Fn. 14), S. 32 f./6 f.; Fuchs (Fn. 17), S. 107/83.
（23） 　Fuchs (Fn. 14), S. 34 ff./8 ff.
（24） 　Fuchs (Fn. 14), S. 39/13.




















（25） 　Fuchs (Fn. 14), S. 37/11.
（26） 　Albert S. Foulkes, “On the German Free Law School (Freirechtsschule),” Archiv für Rechts-
　und Sozialphilosophie 55 (1969), p. 405.
（27） 　Fuchs (Fn. 14), S. 44/18.
（28） 　Fuchs (Fn. 14), S. 46/20.
（29） 　Fuchs (Fn. 14), S. 46/20. おそらくフックスの批判は，中等教育での数学が，抽象的に
概念や規則を用いるだけで，現実を何一つ解き明かさないという点に向けられている。
（30） 　Fuchs (Fn. 14), S. 47/21.





















（32） 　Fuchs (Fn. 14), S. 48 f./22 f.
（33） 　フックスが望んだ大学および修習での法教育については，息子フォークスも簡潔に
まとめている（vgl. Foulkes (Fn. 9), S. 254 f.）。その中には，必ずしもフックスの著作中
に十分な対応を見つけられない箇所もあるので，一部は父親たるフックスから口頭で
直接フォークスに伝えられた内容であるかもしれない。
（34） 　Fuchs (Fn. 14), S. 55/29.
（35） 　Fuchs (Fn. 14), S. 55/29.
（36） 　Fuchs (Fn. 14), S. 78/52.

























（37） 　Fuchs (Fn. 14), S. 56/30.





















Foulkes (Fn. 9), S. 230 f.）。フックスはゲルマニステンから人的な影響を受けており，ま
た，ドイツの民衆に密着した法をめざすという主張において彼らと共通していること
を認めている（vgl. Fuchs (Fn. 21), S. 22 f.）。だが，自由法論者としてのフックスは，古
い文献を渉猟する歴史的な法学研究そのものに根本的に反対しており，ロマニステン
とゲルマニステンの双方が彼による批判の射程に入ることには注意したい。
（40） 　Fuchs (Fn. 14), S. 67 ff./41 ff.
（41） 　Fuchs (Fn. 17), S. 113/89.



























（43） 　Fuchs (Fn. 14), S. 57/31.
（44） 　Fuchs (Fn. 21), S. 55/46.
（45） 　Fuchs (Fn. 16), S. 319/175.
（46） 　Fuchs (Fn. 14), S. 55/29.





















（48） 　Fuchs (Fn. 21), S. 57/31.
（49） 　Ernst Fuchs, Die Erneuerung der Juristenfakultäten, in GS Bd. 2, S. 357. 民事の少額訴訟や
軽微な刑事事件について，学生の実務訓練をしつつ裁判を行う大学裁判所
（Universitätsgericht）を設置すべきともフックスは考えていたようである（Foulkes, 






















（51） 　Fuchs (Fn. 17), S. 98 f./74 f. 法クリニックの構想は，①学生にとっては充実した実務教
育に，②大学教員にとっては現実に足のついた具体的な研究に，③貧者にとっては法
的救済へのアクセスにつながるので，全員にとって望ましいとフックスは考える。
（52） 　Fuchs (Fn. 14), S. 61 f./35 f. 医学，植物学，動物学，地理学，化学，物理学，国民経済
学，考古学の研究所があるのだから，これら他の学問分野と同様に，法学の研究所も
































（55） 　Fuchs (Fn. 14), S. 62/36. 公法分野においても，公法研究所の設立と実務現場の訪問が
唱えられる。
（56） 　Fuchs (Fn. 14), S. 59/33, 74/48.






















（57） 　Fuchs (Fn. 14), S. 79/53.
（58） 　Fuchs (Fn. 14), S. 137/111.
（59） 　ただし，フックスは後に，法学部教育の改革が実現した際には司法修習と第二次国
家試験を廃止するよう求めるようになる。Ernst Fuchs, Rechtsfakultäten und Weltwende, 



























（60） 　Fuchs (Fn. 14), S. 59/33.
（61） 　Fuchs (Fn. 21), S. 55/46.
（62） 　Foulkes (Fn. 9), S. 229.
（63） 　Fuchs (Fn. 59), S. 350.
























（64） 　Fuchs (Fn. 16), S. 357/213.
（65） 　Fuchs (Fn. 16), S. 356 f./212 f.

















（68） 　Fuchs (Fn. 17), S. 25/1. Rechtswissenschaftは「法科学」と訳すこともできる。
（69） 　Fuchs (Fn. 59), S. 337. 従来の法律学にフックスが向けた蔑称は列挙しきれないほど数
多くある。





務を調和させようとした者として描かれる。Vgl. Joachim Rückert, Methode und Zivilrecht 
bei Bernhard Windscheid (1817-1892), in ders. und Ralf Seinecke (Hrsg.), Methodik des 






























（72） 　Fuchs (Fn. 17), S. 106/82.
（73） 　Fuchs (Fn. 59), S. 341.

























（75） 　Fuchs (Fn. 16), S. 319/175.
（76） 　Fuchs (Fn. 49), S. 354 ff.




















を定めた BGB242 条，157 条（80）などの一般条項であり（81），民事訴訟法典のよ
いところは自由な証拠評価（freie Beweiswürdigung）を認めている点だとす
（77） 　Fuchs (Fn. 17), S. 111/87.
（78） 　Fuchs (Fn. 16), S. 348/204.























（81） 　Fuchs (Fn. 17), S. 98/74; Fuchs (Fn. 21), S. 29/18.
　　 　一般条項に対するフックスの態度については，明坂満「一般条項と自由法運動」阪







（82） 　Fuchs (Fn. 16), S. 340/196.



























社会学的法学とされる（Fuchs (Fn. 17), S. 42/18）。「心理学的」との語が足されているが，
最後のものは社会学的法学と同義である。
（85） 　Fuchs (Fn. 17), S. 43 ff./19 ff.
（86） 　Fuchs (Fn. 16), S. 188/41, 271/127; Fuchs (Fn. 17), S. 61/37, 67/43. 生活利益の考慮を唱え
たことなどからしばしば自由法論の先駆者に数えられるイェーリングであるが，彼は
法感情に基づく結論を既存の条文や概念から構成しようとする点で「隠れた社会学」
の範疇にとどまっており，フックスからすると非難の対象になる。Vgl. Ernst Fuchs, 
























（87） 　Fuchs (Fn. 17), S. 75 ff./51 ff.; Fuchs (Fn. 16), S. 166 ff./22 ff.




にせよ――事実からは導出されえない」からである（Gustav Radbruch, Brief Radbruchs an 
Fuchs, 8. Okt. 1910, in GS Bd. 3, S. 377）。














（90） 　Vgl. Verhandlungen des Ersten Deutschen Soziologentages vom 19. -22. Oktober 1910 in 





Hermann Kantorowicz, Rechtswissenschaft und Soziologie, in ders., Rechtswissenschaft und 
Soziologie: ausgewählte Schriften zur Wissenschaftslehre, hrsg. von Thomas Würtenberger, 

































（93） 　Fuchs (Fn. 16), S. 169 f./25 f.
（94） 　Fuchs (Fn. 14), S. 76 f./50 f.; Fuchs (Fn. 16), S. 357/213.






















































（96） 　Fuchs (Fn. 14), S. 66 f./40 f.
（97） 　Fuchs (Fn. 21), S. 22/10.


















（98） 　Cf. Hermann Kantorowicz and Edwin W. Patterson, “Legal Science―A Summary of its 
Methodology,” Columbia Law Review 28 (1928), pp. 692-697. 法理学読書会訳「カントロ
ヴィッチ　パターソン　法学方法論（二）」阪大法学 80 号（1972 年）106-111 頁。
（99） 　フックスが「自由法」概念について語っていると思われる箇所もないではない。もっ
とも，フックスは「自由法」（Freirecht）とは言わず，「自由な法」（das freie Recht）と
いう語を使う。彼によれば，「自由な法」は「学問的な法」に属する（Fuchs (Fn. 17), 
S. 143/119）。また概念規定というより比喩だが，不文法である自由な法は無限の「大海」
であり，制定法はどれだけ数が増えても大海に浮かぶ「群島」だとされる（Fuchs (Fn. 




























（100） Vgl. Kantorowicz (Fn. 90), S. 138 f.
広島法科大学院論集　第 17 号（2021 年）－ 105
並行して展開された。本稿で明らかにした法学教育論を踏まえて，彼の考え
た法の解釈・適用のあり方について検討することは，自由法論（特にフック
スのそれ）の意義と射程の解明につながると思われる。これは筆者の今後の
課題である。その際には，彼の大上段の議論ではなく，著作内でなされる具
体的な事例や判例の批評・分析に注目することが有益であろう。純理論的に
見た場合，フックスにおいて，法および制定法の把握の仕方や欠缺論が粗い
ことは否定しがたく，法哲学者，法学者が素直に多くを学べるのはそこでは
ない。具体的な事案における理由づけを題材とする議論に，フックス自由法
論の妙味が存するであろう。なお，その点に着目するときにも，本稿で示し
たとおり，言葉で表現された法の解釈・適用はフックスの考える法学や法実
務からすれば，ごく一部にすぎないということは肝に銘じておく必要がある。
　フックスの言葉になるべく忠実に彼の法学教育論とそれを支える法学観を
紹介・検討してきたものの，結局のところ私にはフックスの精神なり魂なり
を伝えきるのは難しいと白状せねばならない。100 年以上前の外国語文献を
引っ張り出して検討する私の所業は，フックスが忌み嫌った文献学そのもの
であり，彼自身の立場からは有害無益な営みと評価されること必定である。
そのような文献学を行うくらいであれば，社会学や心理学，そして進展めざ
ましい経済学や統計学を勉強するべきだ。もしフックスが健在ならば，きっ
とそう述べたであろう。
［付記］　本稿は，JSPS科研費（19K13483）の助成による研究成果の一部で
ある。
